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第５学年 算数科指導案

１ 単元名「面積」

２ 単元について

本単元は小学校学習指導要領第５学年２内容Ｂ（１）図形の面積を計算によって求めるこ

とができるようにする。ア「三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面積の求め方を考える

こと」をねらいとしている。

児童は、第４学年の面積の学習で、長方形、正方形の面積公式を導き出し、Ｌ字型の面積

で公式を活用している。第５学年では、既習の面積公式を活用して、直角三角形、一般三角

形、平行四辺形、台形、ひし形の面積公式をつくる学習を進めていくことになる。これらの

面積を求めるためだけに公式を覚えて、使えるようになることがねらいではない。図形の一

部を移動して既習の図形に等積変形する考えや、既習の図形に分割する考えなどを使った算

数的な活動を取り入れることで、既習の面積公式に帰着し、新しい面積の公式に発展させて

いくことが大切である。つまり、この単元では、三角形や平行四辺形などの図形の面積を求

める過程を通して、公式を自らつくり出し豊かな図形感覚を養うと同時に、公式のつくり出

し方を論理的に筋道立てて説明できる力を身につけさせることが重要である。

児童の実態について

指導に当たっては、面積を求める公式を暗記させるだけではなく、自分が求めた数値はど

。 、んな既習の図形や公式に帰着させて導き出したものであるかを明確にさせたい そのために

既習の考え方や知識を振り返れるように、算数コーナーを準備したり、言葉かけをすること

で想起させたりする。また、図形の求積方法を１つに限定せず、いろいろな手法や手順で考

え、それらを比較検討させてまとめていきたい。さらに、学習したことを次の時間に生かし

、 。て使えないのかを常に考えさせながら 多様な方法で面積が求められることに気づかせたい

その際に、考え方の共有化について児童のノートや 教材等を利用し、視覚支援を図りWeb

ながら学習を進めていきたい。

活用の繰り返し

現行の学習指導要領では、身に付けた知識及び技能を活用していくことを重視しており、

目標に 「進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる」と明記され、算数を活用、

しようとする態度を育てるというねらいが述べられています。

生活や学習の様々な場面で活用されることによって、学習が意味あるものとなり、算数の

よさを実感を伴って味わうことができるようになります。
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解決法を早く見つけた児童については、自力解決の場面や難易度の高い問題への挑戦の場

を位置づけ、一層の学力向上に導きたい。本時の学習内容の理解・習熟と共に、解決方法に

ついて児童が意見を出し合い練り上げていく力の育成にも努めたい。そのため「考える」の

段階では、多様な考えを導き出させ、お互いの考えについて考察できるようにしたい。今年

度の研究の個人テーマを「自ら学び表現しようとする算数学習～ペア・グループ学習を通し

て～」としている。子ども同士が関わり合いながら自分なりの考え方を出し合い、練り上げ

ながら学習を進めることを通して、算数学習への自信を持つ機会となることにもつながると

考えている。また、解決法が見つからない児童においては、Ｔ２の指導性をやや強く発揮し

つつ、各時間の内容の確実な習得を目指していきたい。

本時目標の確実な到達と定着をめざすために「振り返る」段階の時間を保障することが最

も有効であると考える。さらに、児童の考えや発想、感想をノートやワークシートに記入さ

せることにより、一人一人の思考過程やつまずきを見取り、適切な支援と評価に活用してい

きたい。そうすることにより、児童がより主体的に学習に取り組むことができるようになる

と考える。

１０の視点⑧

本時のめあてに対する「振り返り」を行うことにより、児童が達成感を味わったり、次の

学習の課題等をつかんだりすることができます。また、児童のつまずきを把握し、個に応じ

た支援が可能となります。

３ 単元の目標

三角形や平行四辺形などの面積の公式を理解し、公式を使って面積を求めることができる。

また、四角形の面積を三角形分割の考え方で求めることができる。

４ 単元の評価規準

数量や図形についての知識・理解算数への関心・意欲・態度 数量や図形についての技能数学的な考え方

既習の面積公式をも 既習の面積公式をも 三角形や平行四辺形 三角形や平行四辺

とに、三角形や平行 とに、三角形や平行 などの面積を求める 形などの面積の求

四辺形などの面積を 四辺形などの面積を 公式を用いて、面積 め方を理解してい

求める公式を進んで 工夫して求めたり、 を求めることができ る。

見出そうとしてい 公式を作ったりして る。

る。 いる。
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５ 単元の系統

６ 本時の学習（６／１３）

（１）目標 平行四辺形の面積の求め方を考え、説明することができる。(数学的な考え方)

（２）子どもの姿

十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する児童への手立て

平行四辺形の求積法を既 平行四辺形の求積法を既習 前時（一般の四角形の求積法

習事項を使っていろいろ 事項を使って説明してい ）の学習を想起させ、補助線

な方法で説明している。 る。 の入ったワークシートを用意

したり、等積移動により長方

形に変形する等の視覚支援を

しながら自力解決できるよう

にする。

（３）準備

ワークシート ホワイトボード 求積方法パターン図 実物投影機 タブレットor

拡大ワークシート

【改善】

本時目標と子どもの姿、学習課題、評価規準の整合性を図ると

ともに、１単位時間内に「振り返り」がおさまるよう導入におけ

る学習活動を精選した。

４ 年 １０ 面積

㎠ ㎢面積の概念と単位 ㎡ ａ ha●

●長方形、正方形の面積の公式

５ 年 ９ 面積

三角形、一般の四角形、台形、ひし形の求積●

●面積の求め方の工夫

６ 年 ５ 円の面積

円の求める積●

２ 体積

●直方体や立方体の体積



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よりよい方法で解くことを
意識づけるために、１つの方法
だけでなく、いろいろな方法を
考えたり、比較したりするよう
支援しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高学年では、表
現した後、考えを
深 めた り、発 展
的・統合的に考え
たりすることが期
待されています。
共通点を見出した
り、学習を振り返
ったりして、そこ
から何か分かった
かを確認すること
が大切です。 


